13

11

29




.................................... 2
.................... 2
................ 4
................ 6
................................ 8
.............. 8
........... 10
......................... 11
............... 11
......................... 12
................. 13
......................... 14
....................... 14
........................ 17
........ 18
.19
20
................................. 21
........................................... 22
................... 23
........... 25
.25
.26
27
........................... 28
.28
......................... 30
....................... 31
....... 31

19

23



34

56

63



15

13

11

14

107



>>
>>
>>







13



107




90






>>
>>




13. 6.1

7.14

7.28

9.22
10.13

14. 2



10



>>
>>
>>

11




10

12



13

13

13

22

11



>>
>>
>>

14




15



C

)

(




17



18



1-1

1-2

1-3.

| 1-4

s

— i1-1-1.

1-2-1

1-2-2

1-3-1

1-3-2

1-4-1

1-4-2




2-1

12-2

2-3

— i 2-1-1

—i2-1-2

—12-1-3

———12-1-4

—i2-2-1

—2-2-2

—2-2-3

—i2-3-1

L1232

20



3-1

3-2

—i3-1-1

—i3-1-2

—i3-1-3

—i3-2-1

— 3-2-2

—13-2-3

21



22



1,000

23

2.6



24






26



27



28



29



30



13

31



32



33



34




35



12

36



37



38



39



40



41



42



43



44



45



14

46



12

47



48



567

49



37

50



51



52



14
15

53



54



55



56



57



58



59



12

60

10



61



62



63



	「高浜市地域福祉計画・中間素案」（モデル）目次高浜市地域福祉計画の策定にあたり1第１章　地域福祉の計画活動2１　
	高浜市地域福祉計画の策定にあたり
	第１章　地域福祉の計画活動
	１　基本理念づくり
	（１）地域福祉の理念
	
	「誰もが高浜に住み続けられる仕組みづくり」地域に根ざして暮らす
	「高浜で地域福祉サービスを統合化」地域に根ざしたサービスにする
	「当事者主体の高浜市民の住民参加」これからの地域づくり
	「経済的ニーズだけでなく、人とのつながりも重視」これからの福祉

	地域福祉の理念

	（２）新社会福祉法の理念
	社会福祉法（抄）

	（３）高浜福祉からの理念
	
	「福祉インフラづくりの90年代」これまでの高浜
	「福祉の政策化、受益者負担、オンリーワン」“福祉”自治体
	「地域福祉へ」福祉“自治体”を目指す



	２　地域福祉の計画活動
	（１）住民主体の計画づくり
	「１６８人（ひろば）委員会」の主な活動経過

	（２）本モデル計画の位置づけ
	本モデル計画の位置づけ


	３　計画活動推進の３つの原則
	（１）パートナーシップ型
	（２）次世代型
	地域福祉を語る小中学生

	（３）学習・情報発信型
	「ひろばにゅーす」


	４　計画活動を進める組織主体
	（１）３つの主体
	①「１６８人（ひろば）委員会」
	②策定委員会
	③プロジェクトチーム
	３つの主体

	（２）「発表祭」
	発表祭

	（３）（仮称）福祉審議会等の設置
	「福祉審議会」の組織イメージ



	第２章　地域福祉の目標と体系
	１　地域福祉の「活動ひろば」づくり－当事者の参加支援
	２　地域福祉サポートサービスの開発・利用－サービス利用者支援
	３　福祉でまちづくり
	（体系図）

	第３章　地域福祉の「活動ひろば」づくり
	１　「ボランティアひろばセンター」
	
	
	ようやく見えてきた住民の地道な地域活動《地域福祉の現状》

	行政が把握している地域活動団体のデータ
	ボランティアセンターへの期待《地域福祉推進の留意点》
	地域住民の参加《今後の方向》



	２　事業者による地域福祉「福祉起業ひろば」
	
	「起業ひろば」の果たす役割

	（１）福祉起業・福祉事業展開への支援
	
	地域の事業者との取り組み状況《地域福祉の現状》
	福祉起業・事業の展開《地域福祉推進の留意点》
	起業ノウハウの地域福祉への活用《今後の方向》


	（２）バリアフリー・ユニバーサルデザイン商品の促進
	
	《地域福祉の現状》
	《今後の方策》



	３　「世話やき活動ひろば」
	（１）新しい町内会活動・近所づきあい
	
	定着しはじめた町内の福祉的活動《地域福祉の現状》

	地域団体
	「孤立」でない「自立」を目指して《地域福祉推進の留意点》

	ひとり暮らし高齢者の状況
	地域福祉サポーターとしての「世話やき」さん《今後の方向》

	Ａさんを取り巻く世話やきサポーター

	（２）民生委員
	
	「指導」から「友愛」へ《地域福祉の現状》

	民生委員活動の状況
	地域福祉の世話やき委員《地域福祉推進の留意点》



	４　「心のバリアフリーひろば」
	（１）当事者団体活動の支援・育成
	
	自主的に活動する当事者団体《地域福祉の現状》
	自身の課題の受容、社会による理解《地域福祉推進の留意点》
	ネットワークによる支援・育成《今後の方向》


	（２）福祉教育の推進
	
	《地域福祉の現状》
	《地域福祉推進の留意点》
	生きた福祉教育の推進《今後の方向》

	本市で活動する当事者団体
	「懇談会」の風景



	第４章　地域福祉サポートサービスの開発・利用
	１　地域福祉サポートサービスの体系
	（１）地域生活の3つの場所づくり
	ア．地域での居場所
	イ．地域での働き場所
	ウ．地域での学び・活動の場所

	（２）自立生活支援サービス
	（３）緊急支援サービス
	（４）居住福祉施策への展開

	２　サービス利用者の参加と新たな福祉資源づくり
	（１）利用者と事業者の対等な関係づくり
	ア．子どもとおとなのパートナーシップ
	必ずしも十分でなかった権利擁護体制《地域福祉の現状》
	「“子どもの権利”って初めて知った」《地域福祉推進の留意点》
	子どもの権利擁護憲章の策定《今後の方向》

	イ．苦情解決のシステム
	いきいき広場の総合窓口で《地域福祉の現状》

	苦情申し立て状況
	子ども分野での体制整備が急務《地域福祉推進の留意点》
	苦情解決体制の構築《今後の方向》

	苦情解決体制のイメージ
	ウ．情報システムの整備
	利用者への情報は限られていた《地域福祉の現状》
	措置から契約へ、高まる情報ニーズ《地域福祉推進の留意点》

	エ．地域住民等の相談活動
	様々な地域住民相談員《地域福祉の現状》

	分野別にみた相談員
	相談活動の活性化と連携《地地域福祉推進の留意点》

	各種住民相談員の相談内容
	既存の各種相談員制度の見直しと強化《今後の方向》


	（２）新たな質の確保
	ア．第三者評価制度の普及
	研修を中心に進めてきたサービスの質向上《地域福祉の現状》
	外部による評価、情報公開、事業者間の競争《地域福祉推進の留意点》
	評価のための指標づくり《今後の方向》

	現行の評価項目（介護サービス事業者）
	イ．福祉相談員の整備
	問題発生後の対応から、苦情に至る事態の予防へ《地域福祉の現状》

	介護相談員の活動状況
	地域づくりの役割も担う《地域福祉推進の留意点》
	利用者の代弁者を養成《今後の方向》

	ウ．福祉サービス事業者間のネットワークの確立
	地域情報の共有化《地域福祉の現状》

	地域福祉情報システム

	（３）福祉人的資源づくり
	ア．福祉人材の育成
	有資格者の育成、福祉体験教室《地域福祉の現状》
	学校の外へ、子どもから大人まで《地域福祉推進の留意点》
	（仮称）地域福祉活動推進協議会の設置《今後の方向》

	イ．福祉ＮＰＯ団体の育成支援
	多様なボランティア団体の存在《地域福祉の現状》
	継続性、効率性、柔軟性《地域福祉推進の留意点》
	ＮＰＯ支援窓口の設置《今後の方向》

	ウ．セルフヘルプグループの育成
	各グループの特質に合わせた支援の必要性《地域福祉推進の留意点》
	住民主体の活動であることを尊重し支援する《今後の方向》



	３　地域生活志向のケアマネジメント
	（１）いきいき広場総合相談窓口の充実
	
	保健・福祉が連携する相談窓口を目指して《地域福祉の現状》
	総合相談窓口への新たな期待《地域福祉推進の留意点》
	《今後の方向》

	相談窓口体制の連携

	（２）専門機関との広域的な連携
	
	《今後の方向》

	広域的な専門相談機関



	第５章　福祉でまちづくり
	１　福祉活動法人と行政との連携
	（１）社会福祉協議会との連携
	
	①情報の提供
	②活動拠点の整備
	③ワークショップの推進
	④福祉人材の養成・確保の推進


	（２）社会福祉法人との連携
	
	①良質なサービスの提供
	②定期的なサービス評価の体制づくり
	③情報提供システムの構築
	④苦情処理体制の整備
	⑤個人情報保護の整備


	（３）特定非営利（ＮＰＯ）法人との連携

	２　地域福祉計画と他施策
	（１）（仮称）福祉のまちづくり条例制定
	（２）生涯学習施策との連携
	（３）その他施策との連携


	資料編

